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【 再度、分散登校始まる。 １８日（木）までの予定  】 

長かった臨時休校の後、５月末より３時間授業となり、いよいよ６月より本格的な学校再開（６時間授業、 

給食・部活あり）の予定で様々な準備をしてきた北九州市、残念ながらまたもや分散登校の措置へ戻りました。 

報道でもご存じのように、市内の小・中・特別支援学校から複数の感染者が発生した以上、やむを得ない措 

置です。３密を少しでも減らし、子どもたちの感染リスクを下げるためにも今一度原点に戻り、マスク着用及 

びこまめな手指消毒、換気等々、やるべきことに気を緩めず継続して取り組むしかないと思います。今や、感 

染していたとしても主な症状もないままで、何時どの地域やどの学校から突発的に感染者が発生してもおかし 

くない状況です。お互いの安全と家族のこと、そして将来のためにも、苦しい時期が続きますが、この分散登 

校の措置で何とか耐えて乗り越えていきたいものです。 

本校でも、午前と午後に学級を奇数と偶数番号に分けて、同じ授業を２度行っています。登校時の健康チェ 

ックや下校後の教室や廊下、トイレ等の消毒作業も職員総動員で２度行っています。給食や部活が始まらない、 

友だちと一緒ではない、午前と午後の入れ替わりで生活リズムが安定しない等々のご不満も多々あるかとは 

思いますが、全市一斉の取組です。何とぞその趣旨をご理解いただき、ご協力をお願いします。 
 
【 保護者の皆様へ  】 

 前回までの予定が、日々目まぐるしく変わる状況です。その都度、メール「いっせいくん」やプリント配布 

にてお知らせしていますが、その情報の多さに困惑されている方もいらっしゃると思います。更に、まだまだ 

見通しの立たない状況から、子どもたちは過度な不安やストレスをかかげている可能性もあります。毎日の検 

温も含めて、引き続き丁寧なお子様の体調管理をお願いします。 

 また、このような状況下だからこそ、我々大人が自分の言動に責任持ち、相手を思いやる心が必要だと思い 

ます。感染者が出たからといってもその人が悪いわけではありません。私たち自身、誰でもいつでもその対象 

者になる可能性があります。間違っても、感染者やその家族に対しての心ない誹謗や中傷は避けましょう。 

子どもたちにも差別や偏見につながる言動をすることが絶対にないように、我々大人から範を示していきたい 

ものです。重ねてご協力をお願いします。 
 
【 さあ、今年度も家庭学習「飛幡ノート」へのチャレンジ、君は何冊、何ページ達成できるか！ 】 
  毎年のように3年生の夏休みの頃から、進路に向けて本気になる、授業を一生懸命に受け、服装や態度をき

ちんとする生徒が増えます。当然、それは基礎・基本的な内容の積み重ねがあってのことだと思います。 

さて、今年度も「飛幡ノート」の取組をスタートしています。一日３０分でもいい、調子が良ければ１時間、 

２時間と時間を増やし、１ページから２ページ、３ページと自分のペースでチャレンジできるものです。 

どんなに少なくとも、その積み重ねは必ず自分の足跡として残ります。「継続は力なり」です。続けていく 

ことが大切なのです。漢字の書き取りでもいい、英単語の繰り返し練習でもいい、授業の振り返りや計算ノー 

トに使っても構いません。 

さあ令和２年度、学校で１番ノートを埋め尽くすのは誰だろう。頑張ってチャレンジしていこう！ 
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